


はじめに

私たちは、急激な近代化や高度経済成長を経て、物質的な豊かさと便利さを手に入れてきまし

たが、その陰では、世界規模の地球温暖化や、自然環境破壊による生物多様性の喪失などが進行

しており、将来の課題として残された環境問題はますます深刻なものとなっています。

町田市においては、2012 年 4 月に第二次町田市環境マスタープランを策定し、「望ましい環

境像」である「水とみどりとにぎわいの調和した環境都市 まちだ」の実現に向けた取り組みを

スタートしました。

環境白書 2018 は、この「マスタープラン」の 2017 年度の取り組み状況の紹介とともに、

2017 年度の町田市の環境の現状や動向をまとめたものとなっています。

また、本書「活動報告」は、市が特に力を入れた取り組みを紹介し、町田市の環境の現状や環

境施策の進捗状況をまとめた「データ集」と構成を分けて編集しています。

より多くの市民・事業者の方に本書を手にとっていただくことで、市内の環境問題に関心を

持ち、環境に配慮した活動につなげていただくことを願っております。

町田市長 石 阪 丈 一
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1. 「町田市環境白書」について 

「町田市環境白書」は、町田市環境基本条例第１６条に基づき、毎年の環境の状況及び環

境施策に関して取りまとめ、報告・公表するものです。 

 

1.1. 「町田市環境白書」の役割 

町田市では、環境施策の基本となる環境像を定め、その実現に向けて分野ごとに目標及び

施策を策定して総合的に推進するための計画である「第二次町田市環境マスタープラン」（以

下、「環境マスタープラン」といいます。）と、町田市と市民、事業者が環境への負荷低減に

寄与するための行動の方向性を示した「アクションプラン～第二次町田市環境マスタープラ

 

「町田市環境白書」は、この「環境マスタープラン」「アクションプラン」に基づき、環境

施策の進捗状況、目標達成状況を点検・評価し、市民に公表すること及び町田市を取り巻く

環境の現状を周知することを目的としています。また、町田市の環境に関する「年次報告書」

としての役割も担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 環境白書の位置づけ 
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ン推進計画～」（以下、「アクションプラン」といいます。）を2012年に、「後期アクション

プラン」を2017年に策定しました。  
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1.2. 「環境マスタープラン」について 

「環境マスタープラン」は、3 つの環境領域（「地

球環境」「自然環境・歴史的文化的環境」「都市環

境」）と、環境施策へのさまざまな主体の参画を促

進するために必要となる「環境学習と協働」を対

象範囲としています。 

町田市の望ましい環境像として「水とみどりと

にぎわいの調和した環境都市 まちだ」を掲げ、

これを実現するために市民・事業者・行政が連携

して進める５つの基本目標・各種施策を設定して

います。 

 

 

 

 

 

 

  

図 計画の対象とする範囲 
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[2]　持続可能なエネルギー利用への転換を図ります
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1.3. 「 ンプラン」について 
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2. 町田市の環境の概要 

町田市の環境の概要を紹介します。 

  

2.1. 町田市の温暖化 ～二酸化炭素排出量の現状～ 

（１）気温と年間降水量 

 ここ 25 年で平均気温は 0.7℃上昇しています。 
 

 町田市に最も近い八王子観測

所の値によると、2017 年の最

高気温は、36.7℃、最低気温は

-5.9℃、年平均気温は 14.6℃、

年間降水量は 1,515mm で、比

較的降水量の少ない年でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高・最低・平均気温の各年

過去 5 年間の平均（例；1990

年は 1986 年から 1990 年

の５年間の平均）でみると、

1990 年からの 28 年で最高

気温は 1.7℃上昇、平均気温は 

0.7℃上昇、最低気温は 0.2℃

上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 1977 年以降の猛暑日（最高

気温 35℃以上）、熱帯夜（最低

気温 25℃以上）の年ごとの日

数の推移をみると、その日数は

年々多くなる傾向を示していま

す。 

 

  

出典：気象庁データ（八王子地域観測所） 

出典：気象庁データ（八王子地域観測所）より算定 

出典：気象庁データ（八王子地域観測所）より算定 
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（２）二酸化炭素排出量 

近年の二酸化炭素排出量には増減が見られます。 
 

町田市の 2010 年度からの

二酸化炭素排出量は、年度ごと

に変動があります。その内訳を

見ると、約 44％を電気使用に

よる排出量が占めています。電

気使用量から二酸化炭素排出量

を計算する際に使用する二酸化

炭素排出係数 1の変動の影響を

受け、増減が大きくなっていま

す。約 40%を占める自動車使

用による排出量は、ほぼ横ばい

傾向にあります。 

エコドライブ・公共交通の利

用促進を引き続き図るとともに、

電力使用量の削減について、よ

り一層取り組みを行っていく必

要があります。 

 

（３）エネルギー消費量 

 近年は横ばいに推移しています。 
 

町田市全体のエネルギー消費

量は、2000 年ごろまで微増傾

向にありましたが、その後横ば

いに推移しています。 

 

 

  

 

  

                                         
1 二酸化炭素排出係数：エネルギー使用量あたりの二酸化炭素排出量を指し、電気の場合は、電力会

社が一定の電力を作りだす際にどれだけの二酸化炭素を排出したかを示すものです。 
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一般廃棄物の焼却に伴う二酸化炭素排出量
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（４）自動車保有台数・公共交通機関利用者数 

 近年の自動車保有台数は微減、公共交通機関を利用する人は微増しています。 
 

 

町田市全体の自動車保有台

数（登録自動車台数）は、

2000 年ごろまで増加傾向に

ありましたが、近年は少しず

つ 減 少 傾 向 に あ り ま す 。

2017 年度は、2016 年度に

比べて 584 台減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市内の鉄道４路線 10

駅の年間乗車人員数は 1990

年代後半に一時減少傾向を示

したものの、その後現在に至

るまで、微増傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市内を運行するバスの

延キロ数は減少傾向にあるも

のの、輸送人員数は、1998

年度以降ほぼ横ばい傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：町田市統計資料 

 

 

出典：町田市統計資料

（2002、2003 年度はデータなし）

 

出典：市町村別自動車保有車両数  
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2.2. 町田市の自然環境 ～地目別土地面積と公園面積から見る緑地の割合～ 

（１）自然的土地面積の割合 

 山林・田・畑などの自然的土地面積は年々減少しています。 
 

 

 

 

 

（２）公園等の緑地 

 公園等の緑地面積は微増しています。 
 

 

  

                                         

 出典：地目別土地面積の推移（各年１月１日現在） 

出典：町田市公園緑地課資料 

2 地目別土地面積の算出方法：2015 年度より固定資産税の概要調書作成において、「その他」の地目面積集計方法が

変更され、地目別土地面積総計と行政面積に差異が生じました。このため、ここではその差異面積を、便宜的に「その

他」の地目に加え、行政面積に対する地目別の割合を算出しました。

町田市は、鶴見川、境川、恩

田川、真光寺川の源流域を有し、

豊かな自然環境に恵まれていま

す。しかし、地目別に見ると、

1967 年に 65.9%あった自然

的 土 地 面 積 は 、 2017 年 に

21.0% 2 となるなど、山林、

田、畑などの自然的土地面積は

年々減少しています。

市では都市の主な緑地となる

公園の整備や緑地の保全を進め

ています。

市民にとって身近な公園等で

ある都市施設としての緑地の面

積 は 、 2017 年 度 末 で 約

751ha であり、2008 年度以

降最大になっています。

また、生産緑地や風致地区市

民の森に代表される制度上安定

した緑地、学校や社寺境内地等

の、社会通念上安定した緑地な

どを含めると、町田市全体の公

園等の緑地面積は 2017 年度

末で約 2,064ha となり、市域

面積の 29％を占めています。

9

2.3. 町田市の廃棄物 ～ごみの排出量と資源化率からみる現状～

（１）ごみの排出量

近年ごみの排出量は減少しています。

ごみ排出量は、1997 年度

に紙ごみ回収を開始したこと

により、資源回収量が増加し、

家庭ごみが少し減少しました。

ごみ排出量の総量は、2003

年度から 2005 年度にかけて

最 も 多 く な り ま し た が 、

2005 年 10 月から家庭ごみ

の有料化を実施したこともあ

り、2006 年度以降は減少傾

向にあります。

2017 年度は、2016 年度

と比べて約 2,600ｔ減少して

います。

一日あたりのごみ排出量は、

2005 年度は 1,048g/人・日

で し た が 、 2017 年 度 は

770g/人・日まで減少してい

ます。

（２）資源化（リサイクル）率

資源化（リサイクル）はほぼ横ばい傾向です。

町田市の資源化（リサイク

ル）率 3 は、2005 年度から

向上したものの、2007 年度

以降はほぼ横ばい傾向で推移

しています。

また、2017 年度の資源化

率は 32.3%で、多摩地域の平

均と比較すると、5.1 ポイン

ト低くなっています。

出典：町田市清掃事業概要、多摩地域ごみ実態調査

出典：町田市清掃事業概要

出典：町田市清掃事業概要

3 資源化（リサイクル）率：一般廃棄物の総排出量に対する回収された資源量の割合のことを言います。

資源化（リサイクル）率＝総資源化量÷総排出量（ごみ回収量＋資源回収量）×100
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2.4. 町田市の  ～ な の からみる現状～ 

（１） の  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                         

 

 

 

4 二酸化硫黄：工場や火力発電所で石炭や重油を燃焼する際に発生するガスです。呼吸器への悪影響があるほか、

酸性雨の原因物質でもあります。 
5 二酸化窒素：物が燃えると必ず発生するガスである窒素酸化物（NOx）の一つです。燃料により発生する一酸

化窒素は大気中で酸化されて二酸化窒素となり、人間の呼吸器に悪影響を与えます。 
6 浮遊粒子状物質：大気中に浮遊する物質のうち、粒径 10 マイクロメートル（1 マイクロメートルは 0.001

ミリメートル）以下のものをいいます。ボイラーや自動車の排出ガスか等から発生するもので、大気中に長時

間滞留し、呼吸器系に悪影響をおよぼす恐れがあります。 

二酸化硫黄 4（SO2）は、

2002 年度以降減少し、改善

傾向にあります。

東京都平均とほぼ並び、ま

た、環境基準は下回っていま

す。

二酸化窒素 5（NO2）は、

2002 年度以降減少し、改善

傾向にあります。

東京都平均は上回っていま

すが、環境基準は下回ってい

ます。

大気中の浮遊粒子状物質 6

（SPM）は、東京都平均や環

境基準を下回っており、年々

改善傾向にあります。
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（ ） の  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） の  

  
 

 

2017 98.7

0.1

。 

 

 

 

  

                                         

75  

 

 

 

7 生物化学的酸素要求量：水中の有機物が、微生物のはたらきによって分解されるときに消費される酸素の量の

ことで、河川の有機汚濁を測る代表的な指標の一つです。河川の環境基準や排水基準などで定められています。

数値（ｍg/L）が大きいほど、有機物の量が多く、汚れが大きいことを示します。
8 浮遊物質：水中に浮遊または懸濁している直径 2mm 以下の粒子状物質の量のことです。主に粘土鉱物、動植

物プランクトンやその死骸、工場排水等に由来する有機物や金属の沈殿物等であり、数値（ｍg/L）が大きい

ほど、水が濁っていることを示します。

市内を流れる境川、恩田川、

鶴見川の水質は、下水道普及

率の向上に伴い、1990 年代

と比べて改善されました。

生物化学的酸素要求量 7

（BOD）は、鶴見川では変動

があるものの、2014 年度以

降 3 河川とも環境基準を下

回っています。

浮遊物質 8（SS）は、近年

では 3 河川とも安定して良好

な値を示し、環境基準を下

回っています。
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3. 活動報告 

町田市、事業者、市民が 2017 年度に実施した環境に関する代表的な取り組みを紹介しま

す。 
 

3.1. 見よう！ ふれよう！ 感じよう！ 町田の生きもの 

市では、「町田生きもの共生プラン」を 2014 年度に策定し、生きものや自然に親しみを

感じていただき、生物多様性の保全やその取り組みへの理解が深まることを目的として啓発

を進めています。この中で、普及啓発資料の作成や配布、市民協働による生きもの調査など

を実施しています。 
 
●2017 年度の活動内容 

◎ツバメの巣探し調査 

ツバメは春に南の国から子育てのために日本へ

飛んできます。昔から人と共生してきた歴史のある

ツバメが、近年減っているといわれています。そこ

で、市内のツバメ類の巣を探す調査を、52 人の市

民の協力で、2017 年５月 22 日～６月 15 日に行

いました。 

 

●調査結果 

市内で 160 個のツバメ類の巣が見つかりました。

これは、ツバメが子育てに必要とする泥や枯草、エ

サとなる虫など、営巣に適した環境が市内に残され 

ていることを示しています。一軒家や商店などに巣をかけるツバメや、川のそばに巣をかけ

るイワツバメなど、種類ごとの違いも観察できました。 

また、ツバメの子育ての見守りを市民に呼びかけるため、2018 年３月にツバメをモチー

フにしたステッカーを 1,500 枚作成し、市内公共施設で配布しました。 

 

●参加者の声 

 

 

 

 

 

 

 

◎セミの鳴き声調査 

町田市ではセミの鳴き声を記録するセミの鳴き声調査を 2014 年度から実施しています。

2017 年は 7 月 1 日～10 月 15 日にかけて 257 人の市民に協力いただき実施しました。

また、調査に先立ち、セミのぬけがらの分類や、鳴き声の聞き分けについて知っていただく

「セミ・セミナー」を実施し、延べ 111 名の市民に参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

観察された巣と、ツバメの見守りステッカー 

 

町田で鳴き声が聞こえる６種類のセミ 

 

・子どもと巣を見つけました。 

・昔のように見かけなくなったと改めて感じ、考えさせられま

した。 

・空を見上げる機会が増え、ツバメ以外の鳥や虫、天気や環境

について意識するようになりました。 
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●調査結果 

４年間の調査で、市内のほぼ全域に 6 種類のセミが分布しており、鳴く順番はニイニイゼ

ミとヒグラシ、続いてアブラゼミ、ミンミンゼミ、クマゼミ、最後にツクツクボウシで毎年

同じですが、ピークの時期や長さは年によって違うことがわかりました。また、近年関東に

分布を広げているクマゼミの発生地が市内にあることもわかりました。 

 

●参加者の声 

 

 

 

 

 

 

◎まちだ生きもの探しマップ 

セミやツバメなど市民が調査した身近な生きものを

はじめ、近年増加している外来種、絶滅危惧種など、

町田市内の生きものや、水辺や緑にふれあえる場所を

紹介した、「まちだ生きもの探しマップ」を 4,000 部

発行しました。 

市内公共施設で配布したところ、広報や新聞などを

見て取りに来られた市民がたくさんいらっしゃいまし

た。「イラストがあって見やすい」「生きものの写真が

良い」「子どもたちに見てもらいたい」「町田にこんな

生きものがいるのを初めて知った」などの声も数多く

いただき、大変好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●担当者からのメッセージ 

これまでの生きもの調査の結果や「まちだ生きもの探しマップ」は町田市ホームページで

公表しています。ぜひご覧いただき、春にはツバメ、夏にはセミなど、身近な生きものに目

を向けて季節を感じたり、生きものを探しながら自然とふれあってみてください。 

今後も市では取り組みを進めていきますので、みなさんのご協力をお願いします。 
 

●活動への問い合わせ 

「まちだの生きもの探し」に関するお問い合わせは、こちらまでお願いします。 

町田市 環境資源部 環境・自然共生課 TEL：042-724-4391  

・セミの鳴き声をおぼえることができ、良かった。 

・ぬけがらは触れて分類できるので、親子はもちろん、大人も楽

しみながら取り組めました。 

・生きものに興味を持つ良いきっかけになりました。 
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3.2.   

4 440

 
 
2017 の  

 2017 4 4

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 39

2 PR

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ベジタブルエリア

リフレッシュエリア

南エレベーター

北エレベーター
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2017 17

 

 

 8 27  

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 26  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 10  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

  

2019

 
 

の  

 

   TEL 042-724-2165 
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●知恵袋 

よくあるお問い合わせや、ごみを減ら

す方法を紹介しています。 

●施設 

指定収集袋や粗大ごみ処理券の販売場

所が、住所や地図で確認できます。 

3.3. 資源とごみの分別・出し方はアプリで解決 

ごみとして処理する量を減らすためには、資源とごみをきちんと分別することが大切です。

そのためには、市民の皆さんに正しい分別をしていただけるよう、分別のルールを分かりや

すく伝わりやすい方法で提供する必要があります。 

市では、ごみ収集カレンダーや資源とごみの出し方ガイド、市ホームページの「よくある

質問」など、現在行っている方法に加えて、資源とごみの分別と出し方に関する情報を、早

く、簡単に入手することができるスマートフォンアプリ「町田市ごみ分別アプリ」を配信し

ています。 

 

●ごみ分別アプリの紹介 

◎ごみ分別アプリの機能 

町田市ごみ分別アプリでは、お住まいの地域を

登録すると回収・収集日程が確認できます。収集

日に回収品目をお知らせするアラーム機能も付

いており、出し忘れや出し間違いの防止にも効果

的です。 

 また、荒天・降雪時の収集情報やイベント情報

などをいち早くお知らせする通知（お知らせ）機

能もあり、これらのお知らせをスマートフォンの

画面上に表示させることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●分別辞典 

資源とごみの分け方・出し方を確認で

きます。出す際の注意事項などの解説

も充実しています。 
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●クイズ 

資源とごみの分別を楽しく学べる分別

クイズ。難問に何問連続正解できるか

チャレンジしてみましょう！ 

 

 

◎アプリの利用状況 

2018 年１月に Android 版を、２月に iOS 版の配信を開始し、2018 年 10 月末時点の

ダウンロード数は 9,806 件（Android 版 3,845 件、iOS 版 5,961 件）です。 

今後は、分別辞典に掲載するアイテム数を充実させることで、より使いやすく便利なアプ

リにしていきます。また、「知恵袋」の記事を定期的に更新し、充実させることで、リデュー

ス・リユース・リサイクルの３R 行動などを楽しく実践できるような情報発信を行います。 

 

◎利用者の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎アプリのダウンロード方法 

以下の方法で無料ダウンロードできます。（通信料は利用者負担となります。） 

 

 

①二次元コード～ダウンロードページに

アクセスしてください。 

 

②App Store または Google Play から

ダウンロード（「町田市ごみ分別アプリ」

で検索） 

 

 

 

 

 

 

●担当者からのメッセージ 

「これは何ごみ？」、台風や降雪時に「今日のご

みの収集はどうなる？」といった疑問を解決する、

ごみ分別アプリ。スマートフォンやタブレット等

をお持ちの方は、ぜひこの機会に使ってみてくだ

さい。 

アプリの機能は、まだまだ発展途上です。分別

辞典の掲載アイテム数を増やすなど、充実した内

容にすることで、もっと使いやすく、便利なアプ

リにしていきたいと思います。 

 
 

●活動への問い合わせ 

「町田市ごみ分別アプリ」に関するお問い合わ

せは、こちらまでお願いします。 

町田市 環境資源部 ３R 推進課  

TEL：042-797-0530 

・今までは、町田市のホームページで確認したりしていたが、ア

プリを使うことで収集日だけではなく、捨て方なども確認でき

るのは非常に良いと思う。 

App Store 

（iPhone、iPad） 

Google Play 

 (Android) 
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3.4. の  

2018

60

 

 

 

90 21

 

 

 の  

 

 

 

 

 

LED     
 

の  

 

 

 

 

2015

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菜園で土とふれあう園児たち 19 

 

（２）ゴスペル・カフェ 

ゴスペル・カフェは、玉川学園前駅そばにある、パンケーキやスープカレーが自慢の落ち

着いた雰囲気のカフェです。2009 年の開店から 10 年目となり、地域の方々に親しまれる

場所となっています。 

 

エコ宣言登録事業者としての取り組み実績 

○エアコンの設定温度を弱冷・弱暖に設定 

○町田市マイボトル等推進協力店 

○ビン容器等のリユース 

○「ウォームシェア」「クールシェア」の実施 

○お持ち帰り商品の簡易包装を実施 

○自転車移動の推進 
 

●取り組みの工夫 

店長のお話では、開店当初は特別に環境に配慮したお店にしていこうという思いが強く

あったわけではなかったそうです。店長個人の普段の行動として、天気の良い日は自転車で

通勤する、テイクアウトで無駄な包装はしない、冷暖房の温度を強くしないなどを行ってい

たとのこと。 

 

そんな中、町田市が推進している「マイボトル OK 店」の取り組みに共感し、参加したこ

とをきっかけに、環境配慮行動の取り組みが様々に広がっていきました。 

マイボトル持参のお客様に、2 杯分のコーヒーをサービス、リユース瓶を使用している仕

入れ先からミルクを調達するなどのごみの減量化に配慮した取り組みを行っています。また、

お店では英会話教室や週末にはジャズライブを行うなど人が集まる場となっていることから、

環境省が推奨する「ウォームシェア」「クールシェア」に参加し、自宅の冷暖房を切ってライ

ブに来場されたお客様に、おつまみをサービスするなど、お店の特徴を活かした環境配慮行

動を展開しています。 

環境に配慮した行動が広がるにつれ、地域にも仲間が増え、地域で活動するコーヒー染め

作家さんの作品や商品を店内で展示するなど、環境にやさしい生活を提案する地域の拠点に

もなりつつあります。 

 

将来的には再生可能エネルギーの利用や、英会話教室の生徒さん向けに環境をテーマにし

た教材を使用するなど、まちだエコ宣言のカフェとして、取り組みをさらに広げていきたい

と考えているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動への問い合わせ 

「まちだエコ宣言」に関するお問い合わせは、こちらまでお願いします。 

町田市 環境資源部 環境・自然共生課 TEL：042-724-4391  

ゴスペルカフェオリジナルマイボトル 

 

落ち着いた雰囲気の店内 

 

コーヒー染めの作品 
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3.5. 市民の取り組み 

市民による環境への取り組みの中から、緑のカーテン事業と各家庭での行動を紹介します。 

 

（1）緑のカーテン事業 

節電意識を高め、過度にエアコンに頼らない快

適な夏を過ごすため、市民により緑のカーテンづ

くりが毎年実施されています。 

 

●緑のカーテンのしくみ 

緑のカーテンとは、ゴーヤやアサガオなどのつ

る性の植物を、ネット等で窓の外にはわせて作る

自然のカーテンのことです。緑のカーテンの効果

は、よしずやすだれなどと違い、太陽の光を緑の

葉で反射することにより、熱を日陰側に伝わりづ

らくすることです。また、植物が葉から水蒸気を

蒸発させる蒸散作用により、周辺の熱を奪うこと

で、さらに気温が低減されます。まさに自然のクー

ラーのような役割を果たします。 

建物や窓周辺の気温上昇を抑えることで、エア

コンの設定温度を上げたり、エアコンなしで過ご

せれば、節電の効果が期待できます。 

 

●ゴーヤやアサガオの苗の配布 

このような効果のある緑のカーテンを市内に広めるために、市民団体「緑のカーテンプロ

ジェクト」と市の協働で、ゴーヤやアサガオの苗を配布しています。 

2017 年度は、市民への配布 2,240 苗（745 世帯）をはじめとして、商店会、町内会・

自治会、民間団体、公共施設などを含め 5,900 苗を配布しました。 

配布した苗が緑のカーテンになった時の二酸化炭素（CO2）削減効果は、町田市内全世帯

の CO2 排出量の 0.4 日分（378ｔ）になります（1 苗で面積 4 ㎡の緑のカーテンができ、

0.064ｔの CO2 が削減できると想定）。 

また、公共施設や小中学校で育てたゴーヤは、市役所の食堂や学校給食で市民や児童にも

提供されています。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●活動への問い合わせ 

「緑のカーテン事業」に関するお問い合わせは、こちらまでお願いします。 

町田市 環境資源部 環境・自然共生課 TEL：042-724-4391 

学校給食として提供されたゴーヤチャンプルー 

 

住宅でのアサガオとゴーヤのカーテン 

出典：中部電力株式会社 
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4. 環境マスタープランの目標への達成状況 

「環境マスタープラン」で掲げている目標に対する達成状況を報告します。 

 

（１）地域で取り組む地球温暖化の防止 ～低炭素社会を目指すまちづくり～ 

【目標達成状況】 

達成目標 基準年度 2016 度 2017 度 目標値
目標達成状況 

 達成  

①市民一人あたりの二酸化炭

素排出量の 10％削減を目指

す 

3.80 

（ｔ-CO2/人） 

3.91 

（ｔ-CO2/人） 

3.90 

（ｔ-CO2/人） 

3.42 

（ｔ-CO2/人） 
★ ☆ ☆ ☆ ☆ 

②再生可能エネルギーの市内

エネルギー消費量に対する割

合 0.3％を目指す 

0.05％ 0.16％ －

－

 0.3％ ★
 
★

 
☆

 
☆

 
☆

 

都内における再生可能エネルギーに

よる電力利用割合 
－ 12.1％ 集計中 

30％ 

（2030 年度） 

③徒歩、または自転車・電車・バ

スを利用する市民の割合

47.1％を目指す 

37.1％ 31.2％ 29.2％ 47.1％ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ 

① 東日本大震災以降に減少した電力、都市ガス等の使用量は、近年横ばい傾向にあり、二

酸化炭素排出量の削減は進んでいません。 

② 市内のエネルギー消費量に対する再生可能エネルギーの割合は、2016 年度まで実施し

ていた設置補助事業による導入設備を対象としていたため、事業が完了した 2017 年度

以降は、都内の状況（東京都環境局公表）を参考として記載します。 

③ マイカーをできるだけ控える市民の割合は毎年減少しています。 

 

 

（２）自然環境と歴史的文化的環境の保全 ～水とみどりと生き物を守り育むまちづくり～ 

【目標達成状況】 

達成目標 基準年度 2016 年度 2017 年度 目標値 
目標達成状況 

達成  

①市域面積に占める安定的に

確保された緑地の割合 30％

を目指す 

28.9％ 28.7％ 28.8％ 30.0％ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ 

②市内での水辺とのふれあいに

満足している市民の割合

49.8％を目指す 

39.8％ 44.3％ 43.7％ 49.8％ ★ ★ ☆ ☆ ☆ 

③生きものに関心のある市民の

割合 40％を目指す 
31.3％ 27.8％ 37.4％ 40.0％ ★ ★ ★ ★ ☆ 

① 市域面積に占める緑地の割合は、2016 年度よりも増加しています。これは、緑地保全

基金等を活用し緑地確保に取り組んでいるためですが、一方で、生産緑地の減少により、

基準年度比では減少している状況が続いています。 

② 水辺とのふれあいについて、満足している市民の割合は減少しています。 

③ 生きものに関心のある市民の割合は、2016 年度まで基準年度の割合より低下していま

したが、2017 年度は基準年度を大きく上回りました。 
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（４）良好な生活環境の創造 ～安全で快適な暮らしを実現するまちづくり～ 

【目標達成状況】 

達成目標 基準年度 2016 年度 2017 年度 目標値 
目標達成状況 

 達成  

①市内の大気質（SO2、NO2、

SPM）の環境基準達成を目指

す 

基準値達成 基準値達成 基準値達成 
全項目 

基準値達成 
★ ★ ★ ★ ★ 

②市域の河川（鶴見川、境川、

恩田川を対象）の水質（pH、

BOD、SS、DO）の環境基準達

成を目指す 

恩田川の

pH 以外 

基準値達成 

境川、恩田

川のｐH 以外 

基準達成 

ｐH 以外 

基準達成 

全項目 

基準値達成 
★ ★ ★ ★ ☆ 

③居住地の周辺環境に満足し

ている市民の割合 67.7％を目

指す 

62.7％ 67.3％ 62.5％ 67.7％ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ 

① 大気に関する項目は、すべての対象項目（SO2、NO2、SPM）で基準を達成しています。 

② 河川の水質に関する項目は、水素イオン濃度（ｐH）以外は、環境基準を達成していま

す。ｐH は、３河川ともアルカリ側に超過しており、藻の光合成の影響と考えられます。 

③ 居住地の周辺環境に満足している市民の割合は、62.5％で、基準年度値より 0.2 ポイ

ント減少しています。 

 

（５）環境に配慮した生活スタイルの定着 ～学び・協働で進めるまちづくり～ 

【目標達成状況】 

達成目標 基準年度 2016 年度 2017 年度 目標値 
目標達成状況 

 達成  

①環境に配慮した行動を行って

いる市民の割合 50.7％を目指

す 

40.7％ 38.6％ 37.9％ 50.7％ ★ ☆ ☆ ☆ ☆ 

②市内小中学校での環境教育

や環境配慮行動の実施

100％を目指す 

100％ 100％ 100％ 100％ ★ ★ ★ ★ ★ 

③環境学習や環境に関するイベ

ント等へ積極的に参加する市

民の割合 17.6％を目指す 

10.6％ 15.1％ 15.1％ 17.6％ ★ ★ ★ ☆ ☆ 

① 環境に配慮した行動を行っている市民の割合は、減少しています。 

② 市内小中学校における環境学習は全校で継続的に実施され、定着しています。 

③ 環境学習や環境に関するイベントへの参加率は横ばい傾向にあります。 

 
注）「目標達成状況」の★の数について 
★☆☆☆☆ 0・10% 
★★☆☆☆ 20・30% 
★★★☆☆ 40・50・60% 
★★★★☆ 70・80・90% 
★★★★★ 100% 

  

25

の

2017 2021

2021

2015 6

2017 39,739t-CO2 2015 1

2in1

2016

市役所では、電力の契約をする

際、契約する電力会社の供給す

る電気が、環境に配慮したもの

か、一定の基準を設けて確認し、

事業者を選定しています。

2016

町田市の取り組み状況の詳細

は、市のホームページでもご覧

いただけます。ホームページ検

索フォームで「環境マネジメン

ト」と検索してみてください。

環境に配慮した製品がより多く市場

に出回るように、市役所では、文房

具等消耗品を中心に、環境に配慮し

た「グリーン購入対象商品」を率先

して購入しています。



確認した結果を話し合います

取り組んだ結果を
確認します

結果を次年度
の取り組みや
研修の内容に
活かします。

毎年Step１～４を繰り返し行い、
全体の改善につなげていきます。

行動計画に基づく、環境に関する取り組みを適切に進行管理するシステムとして、「町田市ＥＭ

Ｓ」を運用しています。町田市ＥＭＳは、各部署の取り組み状況を内部環境監査や、外部評価で

点検・評価し、市長総括による見直しを行っています。

・町田市省エネルギー等対策会議

Step3の市長総括結果を受け、
更なる温室効果ガス削減の推進
に必要な措置を図る会議です。

・内部環境監査

・外部評価

・市長総括

職員が取り組みます
・エコオフィス活動

・グリーン購入

職員が学びます
・集合研修

・職場研修

  （ｅ－ラーニング）

26 27

市役所のみんなも
頑張ってるのん♪

　「集合研修」には、新任の管理職対象の管理職研修、

施設所管部署の職員対象の庁舎管理責任者研修、各課

でのエコオフィス活動推進役の職員が受講する環境推

進員研修があります。

　「職場研修」は、集合研修後、部署ごとに内容を定め実

施するものと、環境に関する問題に各自がパソコンで回

答するｅ－ラーニングを実施するものがあります。

＜ｅ- ラーニングの例＞

2017年度は、この会議で更なるエ

ネルギー削減の取り組みとして、

市有施設における「省エネ診断」

の実施を決定しました。 

＜外部評価委員会と委員による現地確認の様子＞

市民のみなさんに確認してもらっています

外部評価は、市民、事業者、学識経験者で構成する外部評価委員会で実施していま

す。例年、３回の委員会と１回の現地確認を経て、前年度の取り組み結果を評価して

います。

2018年度の外部評価委員会では、委員会において取り組み実績の審議を行うほか、

下記の６部署の現地確認を実施しました。

　・市庁舎内の部署：経営改革室、防災課、監査事務局

　・その他の施設：青少年施設ひなた村、生涯学習センター、さるびあ図書館

職員同士で確認しています

内部環境監査は、職員が監査員となり、各課各施設の活動状況、エネルギー使用量の監査

を行います。年に１度定期監査を行い、改善すべき点があった場合はフォローアップ監査も

実施しています。毎年、出先機関や学校など20か所を対象としています。

＜監査証拠写真＞

左　整理されたリサイクルボックス

右　省エネを促す掲示




